
About knowbe
株式会社ノウビーについて



障害福祉をDXする、　　　　　　

株式会社ノウビーは

業務を効率化することで生産性を向上させ

人手不足や経営課題を解消するサービス

knowbeを提供しています。

障害福祉領域への支援を通じて

働きづらさ、生きづらさを感じる方々の

障壁をなくすチャレンジを行っています。
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『knowbe』の現在地

新規事業として起案されたノウビーは、株式会社リクルート内で事業化。

2025年に株式会社ノウビーとして独立しました。

株式会社リクルート

社内起案制度 Ring
グランプリ

年
商

株式会社ノウビーとして独立

事業化

リクルート新規事業時代 事業化

株式会社リクルートの事業として

グロースするステージへ

社内起案制度でグランプリを受賞

事業化検証を開始

さらなる成長のために

株式会社として独立

株式会社ノウビーへ
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創業の想い

働きづらさ、生きづらさを

感じている人の「ありたい」を

応援できる社会をつくる。

「親なきあとも、この子が自立して、幸せに生きていって

ほしい。贅沢じゃなくていいから」

これは、障害のある方の親御さんから頂いたメッセージです。

「頑張って働けるようになって、今まで育ててくれた両親に花束を買って

あげたい」

これは、ある就労支援施設で、就職に向けて取り組む障害のある方か

らお話頂いた言葉です。

そんな想いを背負って、日々支援に励んでいる福祉業界の

職員様達を、テクノロジーの力で後押ししていきたい。

心からそう考えています。

日々、利用者様の特性や状況にあわせて支援をしていく現場は、突発

的な対応や、関係者間での情報共有など、

時間との闘いでもあります。

そんな人と人との支援に、時間の余裕を生み出す。

利用者様のことを考えて、よりよい支援を考えたり、

知識を蓄えたり、関係機関に働きかけたり。

どれだけテクノロジーが進歩しても、障害福祉の仕事が、

人の手によって生み出される創造的な仕事であることは、

これまでも、これからも、変わりません。

knowbeは、働きづらさ、生きづらさを感じている人の、

「ありたい」を応援できる社会をつくります。
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 事業内容について   

About
Business



障害福祉サービスとは

障害福祉サービスとは、

障害のある方や難病患者の方に向けた

公的なサポート制度のことです。

住み慣れた地域で自立した

日常生活や社会生活を送れるよう

生活介護、ホームヘルプ、就労支援など

多岐にわたるサービスを提供しています。

障害のある方は日本国内だけで1160万人。

人口の約10%を支える

社会的インフラになっています。
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障害福祉領域の課題

障害福祉サービスの利用者数は年々増加 し、社会的なニーズが高まり続けています。

一方で職員数が足らず、 2040年には医療介護福祉合計で 96万人の人材不足となることが予測されています。

障害福祉サービス 利用者数・職員数の推移
職員数 利用者数

単位：万人

GAPは 
広がる

出典：厚生労働省「令和4年版 厚生労働白書」 7



障害福祉領域の課題

人手不足の状況のなか、職員の仕事はまだまだ間接業務が多く 支援に使えている時間は約半分。

また法改定などを通じて、支援の品質への要求は高まり 運営の難易度は上がり続けています。

(1) 出典：弊社独自調査（2024年） (2) 参考：厚生労働省「障害福祉サービス等の質の確保・向上等について」

職員の業務時間の内訳
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障害福祉領域の課題

人手不足が深刻化するなか、 国も障害福祉の ICT化を重要施策と位置づけています。 ICT活用などにより

業務量の削減を行う事業所の割合を 90％まで引き上げる というKPIを掲げ生産性向上を後押ししています。

(1) 出典：弊社独自調査（2024年）

ICT活用事業者のKPI

出典：厚生労働省「障害福祉分野の生産性向上・業務効率化に関する資料」
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私たちは課題をプロダクトで解決します

業務工数の9割を削減できる

障害福祉特化ソフトが ”knowbe”です
knowbeが効率化する 3つの業務

01 国保連への請求業務

国保連への給付金の請求のために必要な書

類を自動出力

02 記録業務

記入必須の支援記録をより効率的に記録。

形式に応じて自動出力。

03 利用者実績管理業務

施設利用者の方の利用記録を自動で記録。

リアルタイムで職員が確認できる。
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利用者様と向き合える時間が増えた

ユーザーの声

書類作成時間を4時間から20分に削減

『knowbe』を導入して、現在は20 分くらいになっています。

出退勤のシステムは、一般的な企業だとシステムで管理するのが

普通だと思うので、利用者さんがそのやり方に慣れておくという意

味でも良いと思います。「この作業ならば、このくらいの時間で終

わる」という見通しが立つようになり、残業も減っています。

情報を一括で管理できる安心感

『knowbe』はログインすれば誰でも見られますし、どのパソコン

でも確認・作業ができます。管理者が記録内容を確認しやすく

なったので、とても助かっていますね。一番忘れがちな受給者

証の更新年月日などの管理も、全て前もってアラートが出るの

で、漏れることもありません。 記録系はもちろん、請求も、更新

年月日管理など、全て一括で管理できるので安心感があります

就労継続支援 B型事業所
担当者様

エボォルブ株式会社
担当者様

特定非営利活動法人
ファーストステップ  代表様

就労継続支援 B型事業所
代表様

2日かかっていたものが30分で終わる

導入後の勤怠管理は、利用者さんに『knowbe』のタブレットをタッ

プしていただくだけ。スタッフのエクセル入力もなくなりました。これ

で、スタッフの作業時間が 3、4時間は削減できたんじゃないでしょ

うか。月初の請求業務もつきっきりではありませんが、二日かかっ

ていたものが30分程度で終わります。以前と比べると、一瞬で終

わるという感覚ですよ。

『knowbe』の導入で、時間の使い方は大幅に変わってスタッフと利

用者さんがコミュニケーションを取る時間が増えましたよね。利用

者さんが帰った後に記録を書くんですけど、手書きだと「記録しなく

ちゃ」って気持ちが大きくなっちゃってコミュニケーションが取りにく

い。人と人がちゃんと向き合う時間は全体的に増えた んじゃない

でしょうか。

日々の請求や記録業務、情報共有が圧倒的にラクに。

その時間で、利用者様とのコミュニケーションをより深く。

https://knowbe.jp/voice/実際のお客様の声はこちらからご覧になれます 11



ユーザー数

5万人

10万人

15万人

2019 2021 2023

11.2万人

1.4万人

5.3万人

2019年に1.4万人だった累計利用者数は、 22万人に。

これからも選ばれるサービスになるために進化し続けます。

22万人

現在
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 職種と働く仲間について  

About
Member



『knowbe』の組織特徴

CS企画

プロダクト

デザイン

営業企画

開発 マーケ
ティング

少数精鋭のプロ集団。一人ひとりの貢献が組織に大きく影響する組織です。

すべての職種の人間が、『 knowbe』というプロダクトの進化に関わる役割を担います。

営業

事業企画

コーポ
レート
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『knowbe』 代表取締役メッセージ

 岩田 圭市（いわた  けいいち）  

社会課題の解決を通して、

一人ひとりの「ありたい」を実現していく。

2009年リクルート新卒入社。旅行領域の営業を経て、『じゃらんnet』Webディレクター、新規

事業企画、領域横断広告事業立ち上げ、『ホットペッパーグルメ』の新商品立ち上げを経験。

2016年に社内新規事業提案制度（現Ring）にエントリーし、グランプリを受賞。リクルートで事

業化を進め、株式会社ノウビーとして独立。

私たちは「働きづらさ、生きづらさを感じている人の、"ありたい"を応援できる社会をつくる」という

ビジョンのもと、障害福祉領域の課題解決に挑んでいます。

日本には、障害のある方は1,000万人を超え、人口の約9%にのぼります。診断を受けていない

方まで含めると、支援を必要とする方はさらに多く、社会の複雑化とともにその数は今後も増えて

いくと考えられます。

そうした一人ひとりを支えるのが障害福祉サービスです。労働人口が減少する中、支える側の担

い手をどう確保し、持続可能な仕組みへと進化させていくか——ここに、私たちが挑戦すべき大

きな伸びしろがあります。

私たちは、テクノロジーとデータの力で福祉現場の生産性を高め、一人ひとりに合った支援の質

を高めていく——そんな持続可能なインフラづくりに取り組んでいます。

福祉の現場で起きている「リアル」に真摯に向き合い、"誰に、何の価値を届けるのか"を突き詰め

る。前提を捉え直しながら学び続け、最後の一人に届くまでこだわり抜く——前職の経験や専門

性の有無によらず、そうした姿勢に共感できる仲間が集まっているのが、私たちの特徴です。こ

のプロセスを通じて社会課題の解決に直接貢献できることこそ、私たちが感じる大きなやりがい

です。

多様な人材が活躍できる社会。一人ひとりの「ありたい」を、社会全体で支えていく。

そんな未来に共感し、私たちと共に挑戦してくれる仲間をお待ちしています。

 株式会社ノウビー

 代表取締役
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『knowbe』 執行役員メッセージ

関わるすべての人が、事業、サービスの進化に携わる。

マーケット開発の難しさと面白さを、存分に経験できる貴重

なフェーズです。

『knowbe』にジョインしたのは2020年。サービスとしてPMFが完了し、やっと事業収益も上がって

きたという状態でした。そこからより多くのドメインに対して、プロダクトを展開するために、カスタ

マーサクセスに携わり、顧客開発に携わり、事業の進化にビジネスサイドから関わってきました。

『knowbe』が素晴らしいところは沢山ありますが、SaaSビジネスのモデル、かつ、現在の組織規

模だからこそ、営業やカスタマーサクセスが掴んできた顧客の声を、事業の方針やサービスその

ものに反映できるということが、特に面白い部分だと思っています。私たちが向き合っている障害

福祉施設のみなさんは、請求や記録という業務を当たり前にこなしてきていることもあり、ある意

味でこの煩雑さに「慣れて」しまっています。つまりそれは、顕在化されていない顧客の課題がま

だまだ存在しているということ。だからこそ、営業やカスタマーサクセスが、顧客と向き合う中で発

見した気づきが、業界を変えていくための大きな１歩になると私たちは考えています。

障害福祉施設に関する知識は、入社段階では求めません。そんなマーケット開発を牽引する面

白さと苦しさを経験し、大きく自分を成長させたいと考えるみなさんにぜひともジョインいただきた

いと考えています。

 村島さや香（むらしまさやか）

 株式会社ノウビー

 執行役員

2009年リクルート新卒入社。リクルートの飲食領域の営業を経て、朝日ネットにて大学向け

授業支援システムmanabaの事業開発を担当。その後、独立し、フリーランスとしてスタート

アップ事業の立ち上げや顧客開発を支援。2018年にリクルート新規事業開発室に入社。

2020年に『knowbe』に参画し、現職。
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『knowbe』 マネジャーメッセージ

全員がプロダクトへの愛を持ち、進化をチームで志してい

る。それが『 knowbe』という事業全体を確実に前に進めて

いると思います。

これまでエンジニアやディレクターとしてさまざまなサービスに携わってきたのですが、これほどま

でにユーザー、業界の不を解消している実感が持てるサービスはなかなかありません。私はプロ

ダクト開発側のメンバーですが、常にカスタマーサクセスチームからもらえる、顧客のサクセスの

声に喜びを感じる瞬間が何度もあります。自分たちが見えていなかった課題をもらうことも多々有

り、そこが新しい機能開発の起点になることもある。顧客の声を身近に聞ける環境だからこそ、や

りがいも感じられるし、モチベーションにもなりますね。

加えて、最近意識しているのは、チーム全体で進化するということ。障害福祉の業界はなかなか

理解が難しい側面もあり、自分自身も躓いた経験がたくさんあります。けれど、今後入ってくるメ

ンバーには同じところで躓いて貰う必要はない。だからこそ、関わる皆それぞれが持つ「知」をわ

かりやすく形にし、スピーディーに展開・装着することが大事だと思っています。全員のナレッジを

どんどん高めていけば、それ自体が『knowbe』という事業を推進し、業界の不を減らすことにな

る。この文化は、『knowbe』の事業全体でやってこそ意味があるので、メンバーを巻き込んでさら

に強いチームになりたいと思っています。

 三宅　智久（みやけ　ともひさ）

 株式会社ノウビー

 プロダクトデザイングループ・開発グループ

 マネジャー

モバイルゲーム会社を経て、2007年にリクルートにジョイン。メディアテクノロジーラボ、次世
代事業開発室、リクルートAI研究機関（Megagon）を経て、『knowbe』へ。ディレクターとし
て、『knowbe』の各事業所に対応した様々な機能のリリースを牽引。
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『knowbe』 メンバーメッセージ

次々に変わりつづける営業セグメントとプロダクトに対応し

ながら、マーケットを最前線で開発していく。

事業の進化を牽引する存在になりたい。

新規事業のマーケット開発が面白いところは沢山ありますが、まず、営業するセグメントとその目

標がどんどん変化していくことが、既存事業との大きな違いだと思います。プロダクトもどんどん

進化するからこそ、お客様にサービスを届ける営業自身も、新たな顧客への届け方をブラッシュ

アップしつづけなければなりません。アプローチの方法、トークスクリプト、企画書の魅せ方など新

たな顧客に取り組むときは常に検証を重ねています。他方で、どんなセグメントでも本質的に変

わらないところは、顧客の経営課題を握るということ。そして、そのソリューションを『knowbe』が

実現できているかを徹底的に考え抜くことです。そういう意味では、いち営業としてもスキルはど

んどん磨かれている実感がもてています。

加えて、私が幸せだと感じているのは、本当に『knowbe』が必要なサービスだと心から信じられ

ること。社会から必要とされているし、実際に数字も伸びている。本当にいちプロダクトが、業界の

あり方そのものを変革するチャンスがあると思っています。そういうサービスに携わる経験は何に

も代えられない経験だと思いますし、自分もその１人として事業の進化を牽引していきたいと思っ

ています。

 熊谷　仁志（くまがい　ひとし）

2019年にネオキャリア入社。保育業界のリクルーティングアドバイザーと、キャリアアドバイ
ザーの両方を経験し、マネジャーに。2023年に『knowbe』にジョイン。現在は営業として、新
規顧客獲得を牽引。

 株式会社ノウビー

 営業グループ
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『knowbe』 メンバーメッセージ

この業界を変革し、より良い顧客体験を届けるために。

カスタマーサクセスから顧客の課題を発信し、

何ができるかをチームで考える。

前職もカスタマーサクセスをしていましたが、前職との一番の違いは部門と部門の距離が近く、カ

スタマーサクセスの届ける声が、顧客体験を良くしていく実感が持てることかもしれません。すで

にグロースしているサービスもやりがいはあったが、いま、プロダクトがローンチされたばかりで、

新しいお客様が利用を開始されているフェーズに、顧客とプロダクトの間をつなぐ役割としてジョ

インし、商品開発や営業企画といった他部門に対して距離近く関わり、顧客の声を積極的に

フィードバックし、それによって顧客の体験がよくなる実感値を持つこともできます。そしてもちろ

ん、他部署だけではなく、自分たちカスタマーサクセスの業務の改善も、チーム全員で成功を型

にして展開する文化があるからこそ、圧倒的なスピードで進めていくことができます。

障害福祉施設のみなさんは、まだまだITに慣れていない方もいらっしゃいますし、今までの業務

プロセスを変えないと導入できないお客様もいる。だからこそ、お客様へのご案内の言葉１つ１

つ、細部に至るまで、徹底的にこだわりつづけていきたいと考えています。そうやって、自分たち

が最前線で業界全体の変革を担っていると自負して、これからも仕事を進めていきたいと思いま

す。

 高橋　大道（たかはし　ひろみち）

編集者、ライターを経て、ANDPADのカスタマーサクセスにジョイン。その後、2023年に
『knowbe』にジョインし、カスタマーサクセス部門のリーダーとして、顧客体験の進化を担う。

 株式会社ノウビー

 カスタマーサクセスグループ
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キャリアパス

事業拡大フェーズでの経験

各職種の

プロとして

活躍

マネジャー

執行役員として

活躍

現業務

以外の

仕事に挑戦

新規事業

開発に挑戦

事業拡大フェーズでの重要ポジションを経験することで

キャリアの様々な可能性を広げていきます。
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About
Human Resource 
System
人事制度について  



ミッショングレード制

グレードは個人の能力見立てを踏まえ期待値を設定して決定します。担う職務の価値（期待成果）でグレードが決まるため、

年次や経験に関わらず、高い価値の職務を担う個人には高いミッショングレードが設定されます。

半期ごとに、個人が担う職務の価値（期待成果）に応じて

グレードを設ける制度です。

個人の評価 職務1 職務2 職務3

ミッション
 グレード

Cミッション
 グレード

Bミッション
 グレード

A

期待値

能⼒
⾒⽴て

1.個⼈の能⼒⾒⽴てを踏まえ、
期待値を設定します

能
力
値

ノウビー独自の仕組み

2.設定した期待値を踏まえ、
ミッショングレードを決定します
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ノウビー独自の仕組み

人材育成の仕組み
人材の可能性を最大化するために直属の上長だけでなく、

他の組織長を交え、組織を挙げて一人ひとりの育成方針を検討しています。

Will 実現したいこと

Can 活かす強み‧克服する課題

Must 担うミッション‧業務⽬標

Will-Can-Mustシート
本⼈のWILLと⽬標を接続

本⼈×上⻑で対話
シートを⼀緒にすり合わせ

育成⽅針の検討
複数の組織⻑で議論

評価
半期の成果を評価
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働き方について

働き方に

メリハリと自由を。

ノウビーでは、一人ひとりの自律に期待し、

場所や時間にとらわれず柔軟に働ける環境づくりに

積極的に取り組んでいます。

POINT 1

働く場所

リモートOK
全社でリモートワークを導入。職務

内容に応じて、場所にとらわれない

働き方ができます。

POINT 2

年間休日

140日

休日をしっかり確保し、オンとオフに

メリハリのある働き方を支援してい

ます。

POINT 3

週休

2.7日

年間休日を週あたりに換算すると

平均約2.7日。週末+αのペースで休

めます。
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働きづらさ、生きづらさを感じている人の

「ありたい」を応援できる社会をつくる。
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